
１．まちづくり指標の現状

２．外的要因（世論、自然環境、社会動向、民間・ＮＰＯ活動等）

３．めざすべき姿に対する現状評価（まちづくり指標や外的要因等からの評価）

４．事務事業群に対する評価（行政活動の評価）
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市立病院の健全経営を推進する No.5
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人（医療従事者）、施設、資金が適正に使われていると思う人の割合
（％）

経営改善指標の改善度（％）
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目標値

重要なまちづくりの課題の現状評価シート

市民病院事務局管理課・業務課、木
曽川市民病院事務局業務課

現状値 実績値
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市立病院の経営が健全である
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Ａ
  一宮市において｢病院事業改革プラン｣を策定し、改革を進めた結果、｢診療収支｣においては最終目
標値を上回っており、｢人（医療従事者）、施設、資金が適正に使われていると思う人の割合｣、｢経営改
善指標の改善度｣、｢経営意識を持って行動している市職員の割合｣においてもほぼ順調に推移してい
る。
　いずれも目標値に向け推移しており、めざすべき姿に向け改善傾向である。改善傾向

　公立病院は、地域における基幹的な公的医療機関として、地域医療の確保のため重要な役割を果たしているが、近年、多くの公立病院に
おいて経営状況が悪化するとともに、医師不足に伴い診療体制の縮小を余儀なくされるなど、その経営環境や医療提供体制の維持が極め
て厳しい状況になっている。このような状況の中、公立病院が今後とも地域において必要な医療を安定的かつ継続的に提供していくために
は、多くの公立病院において、抜本的な改革の実施が避けて通れない課題となっている。
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長期成果（事業群①） 長期成果（事業群②） 長期成果（事業群③）

経営意識を持って行動している市職員の割合（％）

診療収支（百万円） ▲ 152 ▲ 31

現状評価

75.7 75.4

▲ 2,149▲ 1,533

長期成果（事業群④）

１．長期成果は重要なまちづくりの課題（めざすべき姿）の一歩手前の状態となっており、モレなくダブリなく設定されているか。

評価

２．各事業群の事務事業は、長期成果を達成するのに必要十分であるか。
評価観点

次年度の
改善計画

市民からみた計画の進捗状況

評価がＢ・Ｃの場合

36％ 50％ 14％

Ａ Ｂ Ｃ


